
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2-9 ウミアイサの確認位置図
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図 3.2-10 カンムリカイツブリの確認位置図 
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図 3.2-11 ウミネコの確認位置図 
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図 3.2-12 ミサゴの確認位置図 
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図 3.2-13 カワセミの確認位置図 

 

93





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2-14 ハヤブサの確認位置図 
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図 3.2-15 アオジの確認位置図 
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3.2.2 爬虫類（アカウミガメ） 

（1）調査対象種及び調査時期 

調査対象種及び調査時期を、表 3.2-23 に示す。 

 

表 3.2-23 調査対象種及び調査時期 

種名 調査回数 調査時期 調査の目的 

アカウミガメ 

14 回 

6 月 3 日(火) 

6 月 10 日(火) 

6 月 17 日(火) 

6 月 24 日(火) 

7 月 1 日(火) 

7 月 8 日(火) 

7 月 15 日(火) 

7 月 22 日(火) 

7 月 29 日(火) 

8 月 5 日(火) 

8 月 12 日(火) 

8 月 19 日(火) 

8 月 26 日(火) 

9 月 2 日(火) 

現地踏査による上陸・産卵

状況等の把握 

任意 平成 26年 6 月～9月 
聞き取りによる上陸・産卵

情報の収集・把握 

 

（2）調査範囲 

調査範囲は、図 3.2-16 に示した計画地及びその周辺の範囲（調査地域）とした。 

 

（3）調査方法 

1) 上陸確認調査 

調査範囲及びその周辺において、砂浜部分を中心に踏査し、砂浜に残されたアカウミガ

メの上陸跡や産卵跡の有無を調査した。なお、現地調査にあたっては、波打ち際に近いラ

インと遠いラインを往復し、上陸跡を見落とさないように注意を払った。 
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2) 聞き取り調査 

三重県の海岸に上陸・産卵するアカウミガメや、伊勢湾に生息する小型の鯨類であるス

ナメリ調査を行っている三重大学ウミガメ・スナメリ調査・保全サークル「かめっぷり」

に聞き取りを行い、アカウミガメの上陸・孵化状況について、情報を収集し把握した。 

また、白塚海岸の 2箇所に、アカウミガメの上陸や産卵等に関する情報提供を呼びかけ

る看板を設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3.2-2 看板設置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3.2-3 「かめっぷり」による産卵地保護状況 

（阿漕浦海岸：2014 年 6月 24 日撮影） 
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表 3.2-25 上陸確認調査の結果 

回数 調査期日 調査時間 確認状況 特記事項 

1 6 月 3 日 7 時 30 分～9時 00 分 確認なし  

2 6 月 10 日 7 時 30 分～9時 00 分 確認なし  

3 6 月 17 日 8 時 00 分～9時 30 分 確認なし  

4 6 月 24 日 8 時 00 分～9時 30 分 確認なし  

5 7 月 1 日 8 時 00 分～9時 30 分 確認なし  

6 7 月 8 日 8 時 00 分～9時 30 分 確認なし  

7 7 月 15 日 8 時 00 分～9時 30 分 確認なし  

8 7 月 22 日 8 時 00 分～9時 30 分 確認なし  

9 7 月 29 日 8 時 00 分～9時 30 分 確認なし  

10 8 月 5 日 8 時 00 分～9時 30 分 確認なし  

11 8 月 12 日 8 時 00 分～9時 30 分 確認なし  

12 8 月 19 日 8 時 00 分～9時 30 分 確認なし  

13 8 月 26 日 8 時 00 分～9時 30 分 確認なし  

14 9 月 2 日 8 時 00 分～9時 30 分 確認なし  
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2) 聞き取り調査 

平成 26 年度は、調査範囲である白塚海岸では上陸及び産卵の情報は得られなかった。 

調査範囲外では、上陸については町屋海岸や阿漕浦海岸等で合計 19 件、、産卵について

は町屋で 2件、阿漕浦で 4 件、鼓ヶ浦で 4件、吉崎で 1件の合計 11 件の情報が得られた。 

聞き取り調査結果を、表 3.2-26 に示す。 

 

表 3.2-26 聞き取り調査結果 

No. 確認日 
産卵の
有無 

確認地点 確認状況 孵化率等 

1 6 月 2 日 - 調査範囲外 町屋海岸において上陸を確認。 - 

2 6 月 2 日 - 調査範囲外 町屋海岸において上陸を確認。 - 

3 6月17日 - 調査範囲外 御殿場海岸において上陸を確認。 - 

4 6月18日 ○ 調査範囲外 阿漕浦海岸において産卵を確認。 85.4％（全卵数103）

5 6月23日 ○ 調査範囲外 鼓ヶ浦海岸において産卵を確認。 11.5％（全卵数139）

6 7 月 1 日 ○ 調査範囲外 町屋海岸において産卵を確認。 台風で流出 

7 7 月 2 日 - 調査範囲外 鼓ヶ浦海岸において上陸を確認。 - 

8 7 月 3 日 ○ 調査範囲外 阿漕浦海岸において産卵を確認。 89.6％（全卵数115）

9 7 月 8 日 ○ 調査範囲外 鼓ヶ浦海岸において産卵を確認。 調査で未確認、獣害

10 7月15日 - 調査範囲外 阿漕浦海岸において上陸を確認。 - 

11 7月16日 ○ 調査範囲外 阿漕浦海岸において産卵を確認。 82.1％（全卵数123）

12 7月17日 ○ 調査範囲外 鼓ヶ浦海岸において産卵を確認。 台風で流出後、獣害

13 7月20日 ○ 調査範囲外 鼓ヶ浦海岸において産卵を確認。 96.4％（全卵数140）

14 7月20日 - 調査範囲外 町屋海岸において上陸を確認。 - 

15 7月21日 - 調査範囲外 芦原海岸において上陸を確認。 - 

16 7月27日 ○ 調査範囲外 吉崎海岸において産卵を確認。 0.0％（全卵数 127）

17 7月28日 ○ 調査範囲外 阿漕浦海岸において産卵を確認。 66.7％（全卵数 93）

18 8 月 1 日 ○ 調査範囲外 町屋海岸において産卵を確認。 83.7％（全卵数123）

19 8月18日 - 調査範囲外 鼓ヶ浦海岸において上陸を確認。 - 
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3.2.3 昆虫類 

（1）調査対象種及び調査時期 

昆虫類の調査対象種及び調査時期を、表 3.2-27 に示す。 

 

表 3.2-27 昆虫類調査対象種及び調査時期 

種名 
調査 

回数 
調査時期 調査の目的 

カワラハンミョウ（成虫） 1 回 

事前踏査： 

平成 26年 9 月 2日(火) 

現地調査： 

平成 26年 9 月 9日（火） 

生息状況、 

生息範囲の把握 

カワラハンミョウ（幼虫） 1 回 平成 26年 9 月 30 日、10月 1日 

ヤマトバッタ 1 回 

事前踏査： 

平成 26年 9 月 2日(火) 

現地調査： 

平成 26年 9 月 9日（火） 

エサキアメンボ 1 回 平成 26年 8 月 19 日（火） 

 

 

（2）調査範囲 

調査範囲は、カワラハンミョウ及びヤマトバッタについては、図 3.2-17 及び図 3.2-18 に

示した計画地及びその周辺の範囲（調査地域）とした。 

エサキアメンボについては、図 3.2-19 に示す調査範囲（水域）を対象とした。 
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図 3.2-17 特筆すべき動物（カワラハンミョウ(成虫)・ヤマトバッタ）調査地点位置図 
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